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謹
ん
で
新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
健
や
か
に
輝
か
し
い
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

日
頃
よ
り
村
政
の
推
進
に
対
し
、

多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

振
り
返
れ
ば
、
私
た
ち
は
今
、

大
き
な
時
代
の
転
換
点
に
立
っ

て
い
ま
す
。
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
と
い
う
全
国
的
な
課
題
は
、

わ
が
音
威
子
府
村
に
と
っ
て
も

避
け
て
は
通
れ
な
い
、
極
め
て

深
刻
な
課
題
で
す
。
し
か
し
、
昨

年
を
顧
み
ま
す
と
、
厳
し
い
状
況

の
中
に
あ
っ
て
も
、
本
村
が
持
つ

「
唯
一
無
二
の
価
値
」
を
再
発
見

す
る
１
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を

止
め
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
に
一
歩

先
を
見
据
え
た
「
持
続
可
能
な
村

づ
く
り
」
に
邁
進
し
て
ま
い
る
所

存
で
す
。

　

音
威
子
府
村
の
宝
は
、
豊
か

な
森
林
資
源
と
、
そ
れ
を
背
景

に
育
ま
れ
た
「
匠
」
の
精
神
で
す
。

北
海
道
お
と
い
ね
っ
ぷ
美
術
工

芸
高
等
学
校
の
生
徒
た
ち
が
生

み
出
す
瑞
々
し
い
感
性
と
、
村
に

根
付
く
芸
術
文
化
を
さ
ら
に
融

合
さ
せ
、
村
外
、
そ
し
て
世
界
へ

と
発
信
し
て
い
く
礎
の
構
築
を

目
指
し
ま
す
。
文
化
が
人
を
呼

び
、
人
が
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る

好
循
環
を
確
実
な
も
の
に
し
て

い
き
た
い
で
す
。

　

ま
た
、
小
さ
な
村
だ
か
ら
こ

そ
、
最
先
端
の
技
術
を
柔
軟
に

取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化

と
し
て
「
住
民
ス
マ
ホ
普
及
率

１
０
０
%
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や

「
行
か
な
い
窓
口
設
置
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
推
進
し
、
住
民
手
続
き

や
防
災
支
援
の
強
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後

は
、
こ
れ
ら
を
さ
ら
に
発
展
さ

せ
、
こ
の
地
で
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
基
盤
整
備
を
加
速
し
、

生
活
の
質
の
さ
ら
な
る
向
上
に

努
め
ま
す
。

　
「
子
ど
も
た
ち
は
村
の
宝
」
で

す
。
出
産
か
ら
教
育
ま
で
切
れ
目

の
な
い
支
援
を
充
実
さ
せ
、
若
い

世
代
が
安
心
し
て
家
族
を
育
め

る
環
境
を
整
え
ま
す
。
地
域
全

体
で
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
育

む
「
音
威
子
府
村
ら
し
い
教
育
」

の
質
を
高
め
、
次
代
を
担
う
人
材

を
育
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。
あ
わ

せ
て
、
高
齢
者
の
方
々
が
ゆ
と

り
と
楽
し
み
を
持
っ
て
生
活
で

き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
出
や
、

生
き
が
い
を
持
っ
て
活
躍
で
き

る
仕
組
み
づ
く
り
に
も
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

音
威
子
府
村
に
は
、
こ
の
厳
し

い
自
然
と
共
に
生
き
、
支
え
合
っ

て
き
た
深
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

厳
し
い
冬
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
春

の
訪
れ
は
美
し
く
、
人
々
の
結
び

つ
き
は
温
か
い
。
私
は
、
こ
の
村

に
住
む
一
人
ひ
と
り
が
「
音
威
子

府
村
に
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
」

と
心
か
ら
実
感
で
き
る
、
笑
顔
の

絶
え
な
い
村
づ
く
り
に
全
力
を

尽
く
す
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ

て
幸
多
き
１
年
と
な
り
ま
す
こ

と
、
そ
し
て
わ
が
音
威
子
府
村
が

さ
ら
な
る
飛
躍
を
遂
げ
る
年
と

な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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　わたくしたちは、緑こい山なみと水豊かな天塩川のもと、交通の要衝として発展してきた音威
子府村の村民です。たくましい開拓精神を受けつぎ、より住みよく豊かなまちをつくるためにこ
の憲章をかかげ、村民としての自覚と責任をもってその実行に努めましょう。

１．心をみがき、からだをきたえ、たのしいまちをつくりましょう。
１．仕事にはげみ、生産を高め、豊かなまちをつくりましょう。
１．きまりを守り、親切をつくし、明るいまちをつくりましょう。
１．自然をいかし、環境をととのえ、美しいまちをつくりましょう。
１．文化を高め、郷土を愛し、平和なまちをつくりましょう。

　　　　　　　　　　　音威子府村村民憲章 （昭和４７年９月３０日制定）

　

村
民
の
皆
様
、
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 　

　

輝
か
し
い
新
年
を
、
皆
様
と

共
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
の
ご
健
康
、
ご

多
幸
と
、
豊
穣
の
秋
を
祈
願
し

て
迎
え
た
令
和
７
年
は
当
村
と

し
て
は
、
静
か
な
１
年
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
昨
年
も
気
象
災

害
の
激
甚
化
、
年
々
甚
大
化
し

て
い
る
自
然
災
害
に
よ
り
、
大

き
な
被
害
が
増
大
し
、
更
に
尊

い
人
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

わ
が
村
も
地
球
温
暖
化
の
影
響

で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
暑
さ

な
ど
、
ま
た
農
業
被
害
も
出
ま

し
た
。
早
急
な
地
球
温
暖
化
対

策
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

今
、
物
価
高
騰
で
庶
民
の
生

活
が
厳
し
い
中
、
内
閣
総
理
大

臣
が
変
わ
り
、
強
い
日
本
、
財

政
の
健
全
化
な
ど
を
訴
え
て
い

ま
す
が
、
政
局
よ
り
ス
パ
ン
の

長
い
施
策
を
国
民
に
示
し
て
ほ

し
い
と
考
え
る
の
は
私
だ
け
で

し
ょ
う
か
。
本
村
も
、
三
好
先

生
が
離
村
さ
れ
そ
の
後
、
診
療

所
の
医
師
確
保
に
苦
労
し
ま
し

た
が
、
お
陰
様
で
曾
田
先
生
を

お
迎
え
で
き
ま
し
た
。
ま
だ
コ

ロ
ナ
も
完
全
終
息
が
さ
れ
な
い

中
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
対
応

な
ど
、
曾
田
先
生
始
め
病
院
ス

タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
適
切
な
対

応
と
診
療
に
、
心
か
ら
感
謝
と

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

今
年
は
、
音
中
道
路
の
開
通
、

そ
し
て
、
道
の
駅
お
と
い
ね
っ

ぷ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

と
、
過
疎
と
高
齢
化
が
進
む
わ

が
村
の
起
爆
剤
に
な
れ
ば
と
期

待
す
る
所
で
す
。

　

今
、
全
国
的
に
議
員
の
な
り

手
不
足
が
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
わ
が
村
も
平
成

19
年
の
村
議
会
議
員
選
挙
が
行

わ
れ
て
か
ら
、
そ
の
後
村
議
会

議
員
選
挙
は
「
無
風
」
で
し
た
。

　

現
在
の
６
人
の
定
数
を
守
る

事
に
、
大
変
苦
労
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。 

　

近
隣
の
自
治
体
で
も
議
員
の

定
数
削
減
を
考
え
て
い
る
自
治

体
も
多
く
、
議
長
会
で
こ
の
問

題
は
、
議
題
と
し
て
出
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

わ
が
村
の
議
会
も
、
議
会
と

し
て
特
別
委
員
会
を
設
置
い
た

し
ま
し
て
、「
議
員
定
数
、
報
酬
、

議
会
の
あ
り
方
」
等
、
二
元
代

表
制
の
議
会
を
ど
の
様
に
改
革

で
き
る
の
か
、
審
議
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
と
ま
り
ま

し
た
ら
村
民
の
皆
様
に
、
ご
提

示
を
致
し
ま
す
。　

 

　

ど
う
か
そ
の
時
は
、
ご
指
導

賜
り
ま
す
様
、
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
皆
様
の
ご
意
見
を
し
っ

か
り
と
踏
ま
え
、
議
会
と
し
て

最
終
的
な
判
断
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

わ
が
村
も
、
少
子
高
齢
化
、

人
口
減
少
が
止
ま
ら
な
い
、
財

政
も
国
か
ら
の
交
付
税
い
わ
ゆ

る
依
存
財
源
中
心
で
す
。
そ
の

よ
う
な
中
、
村
民
サ
ー
ビ
ス
が

低
下
し
な
い
よ
う
に
、
議
会
と

致
し
ま
し
て
も
村
づ
く
り
の
主

役
は
村
民
の
皆
さ
ん
で
あ
る
こ

と
を
第
一
に
、
議
員
一
同
全
力

で
議
会
運
営
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

結
び
に
、
村
民
の
皆
様
に
と

り
ま
し
て
、
本
年
が
よ
り
良
い

年
に
な
ら
れ
ま
す
様
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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音
威
子
府
村
二
十
歳
を
祝
う
会

＊
二
十
歳
の
抱
負
＊

　

１
月
２
日
（
金
）、
音
威

子
府
村
公
民
館
に
て
、「
令

和
八
年
二
十
歳
を
祝
う
会
」

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

二
十
歳
を
迎
え
る
方（
平

成
17
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
18
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
）
で
、

１
．
音
威
子
府
村
に
住
民
登

　
　

 

録
さ
れ
て
い
る
方

２
．
音
威
子
府
中
学
校
を　

　
　

卒
業
さ
れ
た
方

を
対
象
に
二
十
歳
を
祝
う

会
が
行
わ
れ
、
式
典
に
は

中
山
嶺
弥
さ
ん
が
出
席
さ

れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
公
民
館
長

か
ら
記
念
品
贈
呈
が
行

わ
れ
、
誓
い
の
言
葉
と
、

二
十
歳
の
抱
負
を
中
山
さ

ん
か
ら
語
ら
れ
ま
し
た
。

中山　嶺弥　さん

　
二
十
年
間
育
て
て
く
れ
た
家
族
、

地
域
の
皆
様
の
お
か
げ
で
、
二
十

歳
を
祝
う
会
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。 

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
私
は
現
在
、
日
々
自
衛
官
と
し

て
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
、「
守
ら
れ
る
側
」
か
ら
「
国

や
大
切
な
人
々
を
守
れ
る
側
」
と

な
れ
る
よ
う
成
長
し
て
い
き
た
い

で
す
。

平
成
十
七
（
２
０
０
５
）
年

の
主
な
で
き
ご
と

国
内
外

・
愛
知
県
で
「
愛
・
地
球
博
」
が　

　

開
催

・
宇
宙
飛
行
士 

野
口
聡
一
氏
が

　

ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
「
デ
ィ

　

ス
カ
バ
リ
ー
」
で
宇
宙
へ

・
ア
ン
ゲ
ラ
・
メ
ル
ケ
ル
氏
が
ド

　

イ
ツ
首
相
に
就
任
（
ド
イ
ツ

　

初
の
女
性
首
相
）

・
京
都
議
定
書
の
発
効

・
郵
政
民
政
化
法
成
立

文
化

◆
ス
ポ
ー
ツ

・
日
本
プ
ロ
野
球 

セ
・
パ
交
流

　

戦
が
開
幕

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

・
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
設
立

・
ｉ
Ｔ
ｕ
ｎ
ｅ
Ｓ 

Ｍ
ｕ
ｓ
ｉ
ｃ 

　

ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｅ
の
誕
生

◆
流
行
語

・
小
泉
劇
場

・
想
定
内
（
外
）

◆
音
楽

・
修
二
と
彰
：
青
春
ア
ミ
ー
ゴ

・
ケ
ツ
メ
イ
シ
：
さ
く
ら

◆
映
画

・
ハ
ウ
ル
の
動
く
城

・
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
と
炎
の
ゴ

　

ブ
レ
ッ
ト

　
中
山
さ
ん
が
、
式
典
の
中
で
述

べ
ら
れ
た
、
二
十
歳
の
抱
負
を
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。
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◇ふるさと納税返礼品に ､ おと高作品登場！

　12 月 18 日 ( 木 )、村役場にておと高生から村
へ ｢木製コースター｣ と ｢ポストカード｣ の引き
渡しが行われました。
　これは、おと高 3 年生が総合的な探究の時間の
授業で、「ふるさと納税の返礼品」制作に取り組
んだものです。工芸コースが「木製コースター」
を、美術コースが「ポストカード」をそれぞれ制
作しました。 生徒たちが「村や、おと高の魅力」
を改めて見つめ直し、試行錯誤の末に完成させた、
心のこもった素敵な作品に仕上がっています。

◇クロスカントリー音威子府大会！

　第 43 回クロスカントリー音威子府大会が 12
月 25 日 ( 木 ) に開幕し、26 日 ( 金 ) に 10km ク
ラシカル競技、27 日 ( 土 ) に 10km フリー競技
が音威子府クロスカントリーコースで開催され
ました。全国から集まった延べ 784 名の選手た
ちが、好成績を目指しコースを駆け抜けました。

◇冬の交通安全もしっかり学びます！

　12 月 19 日 ( 金 )、「こぐまクラブ」が行われ
ました。幼児センターの園児は、駐在所の久川
所長から「雪道の交通安全」について、雪山で
見通しが悪くなることなどの大切なポイントを
学んだ上で、親子で村内を歩きました。事前に
学んだ標識なども確認したり、冬に注意しなけ
ればいけない事も実際に確認することで、交通
安全を学んでいました。

◇中学生 1日村長体験

　12 月 22 日 ( 月 )、中学校 3 年生 2 名が、総合
的な学習の時間を活用し、「1 日村長体験」を行
いました。職員訓示では、実際に職員の前で、
1 日村長の 2 人が挨拶を行いました。村の各課
の仕事を学んだ後には、遠藤村長と話し合いを
行いました。これまでに「子ども議会」などで、
学びを深めた生徒が、2 月号の広報紙紙面を作
成予定ですのでお楽しみに！
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◇自衛官候補生 ( 男子・女子 ) 令和 8 年 2 月試験

応募資格 18 歳以上 32 歳以下

受付期間

受付中〜令和 8 年 1 月 29 日（木）締切

※ 2月以降の試験も、随時受け付けて

おります。

試験日
令和 8 年 2 月 8 日（日）、9 日（月）
※いずれか 1日を指定できます。

会場 ※詳細は受付時にお知らせいたします。

　興味のある方は、お気軽に自衛隊旭川地方協力本部
名寄出張所までご連絡ください。

　　　　　                ㉄自衛隊旭川地方協力本部名寄出張所　　　        
                                                                       ☎  01654-2-3921
                                 ㉄総務課総務財政室　          ☎   5-3311

自衛官の募集について
oshirase

　慣れた雪かき　危険がいっぱい
〇早めの氷雪下ろしを
　　屋根からの氷雪の落下により、下敷きになるなど　
　の事故が発生しております。氷雪が屋根からせり出
　している軒下などは、危険ですので近づかないよう
　にしましょう。また、氷雪は早めに下ろして、落氷
　雪による事故を防止しましょう。
〇雪下ろし作業は複数で行い安全確保
　　屋根の雪下ろし中に、ハシゴや屋根から転落する　
　事故も発生しております。作業するときは、補助者
　を置くなど複数で行うとともに、転落防止や万が一
　のときに備え、万全の措置を講じ、自身の安全を確
　保しましょう。
〇除雪機に注意
　　除雪機による除雪作業中に、衣類を巻き込まれた　
　り、下敷きになるなどの事故も発生しております。
　除雪作業時は、作業に適した服装を着用し、エンジ
　ンを掛けたまま雪詰まりを取り除くなどの作業は絶
　対にやめましょう。

     ㉄旭川地方気象台            ☎ 0166-32-7102

「大雪シーズンの心得」
旭川地方気象台からのお知らせ

kurashi

　上川・留萌地方では、12 月から 1 月までの降雪量が
最も多く、年間降雪量のおよそ半分がこの時期に集中
します。
　大雪に伴う災害には、除雪が間に合わないことによ
る、道路の通行止めや公共交通機関の運休・遅延、電
線や樹木などに雪が積もる重みでの電線の切断による
停電、さらには雪の重みによる家屋の倒壊などがあり、
日常生活に大きな影響を及ぼします。
　またそのときの積雪の深さや、前回の雪からの経過
時間、降雪状況など、さまざまな要因で限られた地域
だけで、社会的な影響が大きくなるという特徴があり
ます。
　気象台では、このような大雪による災害が予想され
た場合、早ければ 5 日前から「早期注意情報（警報級
の可能性）」を発表し、大雪への心構えを呼び掛けてい
ます。さらに、半日前からは今後の降雪量などの予想
に応じて、「大雪注意報」や「大雪警報」を発表して、
災害への注意喚起を行っています。
　気象庁ホームページでは、「警報・注意報」により市
町村単位での注意警戒期間（いつからいつまで）を、「今
後の雪」では、各地域の積雪の状況や 6 時間先までの
降雪量の予想（どこでどれだけ降るか）を細かく確認
することができます。出かける前などには、最新の天
気予報や気象情報を確認して行動するよう心がけ、大
雪が予想される場合は、予定を変更するか出かけるの
を控えましょう。

旭川地方気象台ホームページ
https://www.data.jma.go.jp/asahikawa/index.html
気象庁ホームページ「警報・注意報」
https ://www.jma.go. jp/bosai/warning/#area_
type=offi  ces&area_code=012000&lang=ja
気象庁ホームページ「今後の雪」
https://www.jma.go.jp/bosai/snow/

雪による事故の防止
名寄警察署からのお知らせ

oshirase

                               ㉄名寄警察署　　　    ☎  01654-2-0110　　　　                     　
　　　　　          ㉄音威子府駐在所　    　　 ☎ 　5-3300
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エコミュージアム運営協議会

     ㉄日本年金機構旭川年金事務所            ☎ 0166-27-1611
     ㉄ねんきんダイヤル ( 年金相談 )                                     ☎ 0570-05-1165
     ㉄住民課住民生活室住民係  　              　　   ☎　5-3312

国民年金保険料は納付期限までに
納めましょう。

kurashi

　
 

【国民年金保険料について】

　令和 7 年 4 月分から令和 8 年 3 月分までの国民年金
保険料は、月額 17,510 円です。保険料の納付期限 は、「納
付対象月の翌月末日」と定められています。納付期限
までに保険料を納めないと、障害基礎年金や遺族基礎
年金を受給できない場合がありますので、忘れずに納
めてください。 日本年金機構は、国民年金保険料を納
付期限までに納めていない場合、電話、書面、面談に
より早期に納めるよう案内をしています。未納のまま
放置すると強制徴収の手続きによって督促を行い、指
定する期限までに納付がない場合は、延滞金を課すだ
けではなく納付義務のある方（被保険者本人、配偶者、
世帯主）の財産を差し押さえることがあります。
　保険料の納付が困難な場合は、免除・猶予制度や学
生納付特例制度がありますので、下記までお問い合わ
せください。

【国民年金保険料の納付方法について】
　
　国民年金保険料の納付方法には以下の 5 つがあります。
　（口座振替でのお支払いが、一番おトクな納付方法です。）

(1) 納付書払い　
(2) 口座振替
(3) クレジットカード
(4) スマートフォンアプリを活用した電子決済
(5) ねんきんネットを活用した納付書によらない納付
     (Pay-easy)

　詳しい内容については日本年金機構ホームページ
（https://www.nenkin.go.jp）をご覧ください。

　村民の皆様が生活しやすくなることを目指した取り組みの１つとして、「行かない
窓口プロジェクト」を推進しております。LINE アプリを活用し、公民館の利用予約
など、様々な行政サービスを受けられます。また、J アラートとの連携も行い、防災
情報の発信も強化しております。随時、村からのお知らせも発信しておりますので、
右側の QR コードより、「音威子府村 LINE 公式アカウント」のご登録をよろしくお願
いいたします。

▽音威子府村 LINE公式アカウントのご登録を！！▽

  ㉄ 総務課総務財政室　　　　☎ ５ ‐ ３３１１　

名寄税務署からのお知らせ
kurashi

　
　
　名寄税務署で確定申告書の作成を予定している方に、
お知らせです。
　令和 8 年 2 月 13 日（金）までは、事前予約がない方は、
来署当日の相談はできませんのでご注意ください。  　
　確定申告の相談で来署する際は、必ず事前予約をお
願いします。贈与税や土地建物の売買等がある方の相
談日は、2 月以降の毎週火曜日と木曜日です。贈与税
等の相談も事前予約が必要です。

事前予約の方法

①「LINE」での予約
　国税庁公式アカウントを友だち登録し、画面の案内
に従ってご希望の日時を予約してください。

　国税庁 LINE QR コード

②「電話」での予約
　名寄税務署 ( 代表 )01654-2-2157 に電話し、音声案
内が流れましたら「2」を選択してください。

　税務署に来署の際は、スマホとマイナンバーカード
のほか、マイナンバーカード作成時にご自身で設定し
た 4 桁と 6 桁以上の 2 種類の暗証番号をご用意くださ
い。
※マイナンバーカードの電子証明の期限切れに、ご注
　意ください。
  

　　　　　　　　　㉄名寄税務署            ☎ 01654-2-2157
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健
康
・
福
祉
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す

㉄　音威子府村保健福祉センター 　☎ 9-3050

保健センターだより
音威子府村の介護予防事業について

　音威子府村は、現在全国で 2 番目に介護保険料が低い自治体となっています。介護給付費は
その半分が保険料で成り立っている事からも、保険料が低いという事はそれだけお元気な方が多
いとも言え、日頃より住民の皆様が健康に留意され過ごされている賜物であります。
　しかし、村の総介護給付費は近年増加傾向にあります。3 年に１度、介護保険料の見直しが行
われますが、来年度より、令和 9 〜 11 年度における介護保険料の見直しを本格的に行う時期となっ
ており、今後において介護給付費の伸び率、人口推移などの推計値から保険料を算出し設定いた
します。保険料のためだけではありませんが、住民の皆様がいつまでもお元気に過ごしていただ
くことが重要であり、今回は村が実施する主な介護予防事業についてご紹介させていただきます。

・介護予防教室
　　月に 1 〜 2 回、保健福祉センター内で実施しています。名寄市立総合病院より理学・作業療　
　法士の先生が来られ、効果的な筋力体操を指導してくれます。参加は基本的に無料です。状況
　に応じてご自宅に療法士と訪問し、個別指導の相談も対応することができます。

・生きがいデイサービス事業
　　地域複合施設ときわ内にて運動や閉じこもり予防、社会参加機会として実施しており、送迎　
　サービス付きで必要な方には入浴支援の提供もあります。事前に相談の上、計画的にご利用い
　ただきます。利用料、昼食代の負担があります。

・軽度生活援助事業（ヘルパー）
　　主に通院や家事の支援を行います。事前に相談の上、計画的にご利用いただきます。時間に　
　応じ利用料の負担があります。

・短期宿泊事業 ( ショートステイ )
　　ご家族が外泊などで不在となる間、ご自宅で過ごすことに不安がある場合などで地域複合施　
　設ときわに宿泊していただき、食事の提供や生活の見守りを行うものです。1 日あたりの利用
　料を負担いただきます。

　それ以外にも住まいの支援として、地域複合施設ときわ入居生活支援なども行っており、村で
は包括的な支援体制の整備を進めております。他に、社会福祉協議会が実施している配食サービ
ス、声掛け訪問事業など、地域生活を支援する事業も行われています。
　総合的な相談窓口は保健福祉センターとなっています。上記事業の詳細や利用相談、お困りの
事などがありましたら、こちらにご相談ください。
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    地域プロジェクトマネージャー活動報告

「音の鳴るプロジェクト始動」
地域プロジェクトマネージャー　加藤　瑛瑠

　12 月 6 日 ( 土 )、おと高生と考えた音楽イベ
ント「音の鳴る村プロジェクト Vol.1」を木遊
館で開催しました。「音」が付く市町村名は、
全国に 3 箇所しかありません。なので「音」
にちなんだイベントを音威子府で開催した
かったのと、私自身、音楽をきっかけに木工を
始めたので、音楽に触れることで木工にも興
味を持ってもらいたく、今回おと高生と一緒
に開催することとなりました。Vol.1 は、来場
者数 37 名と木遊館のスリッパが足りず、休憩
スペースからお客さんが溢れるほどの盛り上
がりでした。次回 Vol.2 は 3 月始め、Vol.3 は
6 月中旬の開催を予定しており、音威子府村内
の各施設で定期的に開催する予定です。

「12 月は出張三昧の毎日でした！」
地域おこし協力隊　光森　恵理子

　12 月 13 日 ( 土 ) 〜 3 月 15 日 ( 日 ) まで、北
海道立旭川美術館にて「砂澤ビッキの生きた
時代」展が開催されています。先日は、その
開会式に伺いました。作品を収蔵する各館の
関係者の皆様とお会いできたほか、砂澤凉子
さんにも初めてお目にかかることができ、非
常に刺激を受けました。
　 ま た、12 月 20 日 ( 土 )・21 日 ( 日 ) に チ・
カ・ホで開催された「北大サイエンスフェス
タ 2025」にも参加しました。音威子府の特産
品 PR や、音威子府×北大まるごと交流祭での
ビジネスプランを考えるゲームのお手伝いを
してきました。来場者の皆様から 300 件以上
のアイデアが寄せられ、こちらも大変実りあ
る時間となりました！

    地域おこし協力隊活動報告
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    「観光案内所（仮）オープンしました」
地域おこし協力隊　関　はづき

　12 月 1 日 ( 月 ) から、音威子府駅旧バス事
務所を使って、地域おこし協力隊発信のチャ
レンジショップ「観光案内所（仮）」をオープ
ンしました。旅人と村民がふらっと立ち寄り、
ゆるやかにつながれる場所をつくりたいとい
う思いから、その第一歩としてスタートして
います。現在はアンケートを取りながら、ど
んな場所が心地いいのかを試しているところ
です。
　冬は観光客が少ない時期ということもあり、
週末には村民向けに地域おこし協力隊の活動
紹介イベントを開催しました。雪で足元が悪
い中でしたが、部屋に入りきれないほどの方
に来ていただき、たくさん声をかけてもらえ
たのがとても嬉しかったです。
　また、列車待ちに立ち寄った観光客の方か
らは「音威子府にこんな場所があったんです
ね！」という声もありました。観光案内所（仮）
は 1 月末まで開いていますので、ぜひ気軽に
のぞいてみてください。

    「 縁結びキャラバン参加と冬季の準備」
地域おこし協力隊　髙田　賢人

　みなさん、明けましておめでとうござい
ます。今年もよろしくお願いします。
　 昨 年 12 月 は、 駅 内 チ ャ レ ン ジ シ ョ ッ プ
にてクリスマスツリーワークショップを開
催 し、 多 く の 方 に ご 参 加 い た だ き ま し た。
また、札幌で行われたサイエンスフェスタ
にも参加し、音威子府村や木遊館の取り組
みを多くの方に知っていただく貴重な機会
となりました。
　 寒 さ が 一 段 と 厳 し く な っ て き ま し た が、
木遊館ではあたたかい環境で、ものづくり
ができます！
　2026 年も、ぜひお待ちしております！
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    「放課後子ども教室でクリスマスパーティを開催 ! 」
地域おこし協力隊　小平　海人

    「 村外で磨く技術と経験：耳つぼ×食の養生イベント」
地域おこし協力隊　堀　麻衣子

　旭川市にて、耳つぼジュエリーの対面セッ
ションと「季節のおばんざい」を掛け合わせ
た健康イベントに参加しました。
　今回のテーマは、食事による「内側からの
ケア」と耳つぼによる「外側からのアプロー
チ」。季節ごとの不調を整える「養生」の大切
さを、多くの方に体感していただきました。
　今回は村外での活動となりましたが、これ
は将来的に音威子府村で質の高いサービスを
提供するための「武者修行」でもあります。
　現場で得た多様な症例や、心身を整えるノ
ウハウは、着実に私の中に蓄積されています。
　村の皆さまが、いつまでも健康で豊かな生
活を送れるよう、この経験を無店舗型サー
ビスとしての起業準備に活かしてまいりま
す。村内での本格始動を楽しみにお待ちい
ただければ幸いです。

　放 課 後 子 ど も 教 室 で は 12 月 24 日 ( 水 )
に、特別企画「クリスマスパーティ」を開催
しました。午前中は食育を兼ねた調理実習を
行い、子ども達とランチ作りに挑戦。メイン
ディッシュは、合い挽き肉と地元の鹿肉を
使った二種のハンバーグで、鹿肉特有の風味
に驚く子や、そのクセが美味しいと喜ぶ子も
おり、賑やかな食事会となりました。デザー
トには、子ども達が自らデコレーションした
オリジナルチョコマフィンを完成させました。 
　食事中には、NPO 法人きよせラボの柿添さ
んがサンタ姿で登場してお菓子を配ったほか、
音威子府の森から「おとっきー」もサンタ帽を
被ってサプライズ参戦！子ども達のテンショ
ンは最高潮に達しました。みんなで協力して
料理を作り、2 人のサンタが盛り上げた、とて
も楽しいクリスマスパーティになりました。
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今月の表紙

〔二十歳を祝う会〕
1 月 2 日（金）

　二十歳を祝う会の出
席者と来賓の中学校卒
業当時担任の先生。成
長した姿を見せました。

♪森の中からドラミング♪

むらの人口
（令和7年12月末現在）588 人

（前月比－ 6 人）

うち男性 309 人
女性 279 人

世帯数 424 戸

交通事故死ゼロ
（令和 7 年 12 月末現在）

1,090 日

広報 おといねっぷ

◇印刷　（株）美深印刷
◇発行・編集　   北海道音威子府村役場
　〒 098-2501 中川郡音威子府村字音威子府

444 番地 1

令和 8 年 1 月号　第 616 号

    あけましておめでとうございます。今年も広報おと
いねっぷをよろしくお願いいたします。今年は冬季オ
リンピック開催されますね。新競技として、スキーマ
ウンテニアリング ( 山岳スキー競技 ) が実施されます。 
　自分は知らない競技だなと思いましたが、ヨーロッ
パでは人気のあるスポーツで、2002 年にフランスで初
の世界選手権が開催されたようです。競技を見るのが
楽しみです。
　あとはサッカーが好きなので、やはりワールドカッ
プの開催がとてもワクワクします。日本の最高記録は
ベスト 16 までなので、ベスト 8 以上に進出してほし
いなと願っています ! それだけでなく世界の強豪国の
プレーを見るのも面白いので、早く開催日になってほ
しいです。( 郁也 )

1 月・2 月

1/26（月） おといねっぷ美術工芸高校 卒業制作発表会 
（おといねっぷ美術工芸高等学校体育館　8:40~）

1/27（火） ヘルシーフィットネス
（音威子府村公民館　18:00~19:00）

1/29（木）  第 20 回冬の JP01 まつり
-1/30（金） （札幌駅前地下歩行空間 10:00~18:00）

2/2（月） じュんき - 弾き語り -LIVE
（山村都市交流センター木遊館　18:00~)

2/17（火） ヘルシーフィットネス
（音威子府村公民館　18:00~19:00）

イベントカレンダー


